































































































































































































































































































































































































本稿は、2004年 9月 25日に実施された早稲田大学日本語教育学会 2004年度秋季大会
での講演を基に加筆修正を施したものです。開催のために尽力を惜しまなかった大学院日
本語教育研究科の院生の皆さん、とりわけ全体統括の山本千津子さん（日本語研究教育セ
ンター助手）、司会役の牲川波都季さん（博士後期課程）に感謝します。また記録には、
橋本弘美さん（修士課程修了生）の手を煩わせました。あわせて謝意を表します。
